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自
ち
出
席
し

て燃焼し、

会
議
後
に
日
本
側
代
表
団

全
員
と
日
本
語
で
長
時
間

懇
談
す
る
の
が
恒
例
に
な

っ
て
い
る。

台湾
側
団
長

は、
中
国
と

の交渉の窓

口・
海
峡
交
流基
金
会
の

誼
事
長

で台湾財
界
の
最

高
指
導
者
で
あ
る車
振
甫

馬
か
つ
と
め
て
い
る。
日

本
側
は
国
鉄
民
嘗
化
や
民

間
政
治
臨
調
の責
任
者
と

し
て
知
ら
れ
る
住
友
電
工

相
談
役
の
亀
井
正
夫
氏
が

団
長
を
つ
と
め、
副
団
長

は
金
森
久
雄・
日
本
経
済

研
究
セ
ン
タ
ー
顧
問、
私

対
秘
密
畳
を
つ
と
め
て
き

た。当
初
は
台
湾
問
題が
い

わ
ば
タ
ブ
ー
で
あ
り、
そ

れ
だ
貯
に
苦労
も
多
かっ

た
が、
今
回
の
台
湾
大
地

震へ
の
日
本
圃
民
の
暖
か

い
反
応
に
も
示
さ
れ
た
よ

う
に、
こ
の
十
年
余
り
の

聞
に
J
ぞ
れ
は
同
時
に
李

登輝体制
の
十二
年
間
で

も

あるがl
雰
囲
気
が
大

き
く
変
わっ
た。
フォ
ー

ラ
ム
も
回
を
冨
ね
る
ご
と

に
相
互
の
理
解
が
深
ま

付9
6包
山

葬
ドh
t

ー中
嶋
嶺
雄

す
で
に
多
く
の
メ
デ
ィ

ア
に
も
報
じ
ち
れ
た
け
れ

ど、
本
年
の、
そ
し
て
今

回が
母
後
と
な
る
第
十二

回
「
ア
ジ
ア・
オ
ー
プ
ン

・
フォ
ー
ラ
ム」
が、
十

月
末
か
ち
十一
月
初
め
に

か
け
て
松
本
市
で
開
か
れ

る
と
と
が
決
定
し
た。

「
ア
ジ
ア・
オ
ー
プ
ン・

フォ
ー
ラ
ム」
は
国
交
の

な
い
台
湾
と
日
本
の
閣

で、
高
い
レ
ヴェ
ル
の
知

的
交
流
の
場
が
是
非
必
要

だ
と
の
認
識
か
ち
生
ま
れ

た
民
間
の
国
際
フォ
ー
ラ

ム
で
あ
り、
一
九
八
九
年

六
月
に
第一
回
台
北
会
識

が
聞
か
れ
て
以後、
米・

仏・
中
国・
ロ
シ
ア・
香

港・
韓
国
な
ど
か
ら
の
外

国
人
ゲス
ト
も交－え
て
年

一
回、
日
本
と
台
湾
で
交

互
に
聞
か
れ
て
き
て
い

る。
台
湾
で
の
開
催
に
陳

し
て
は、
李
登輝
総
統
が

リ
レ
l
コ
ラ
ム

り、
内
容
が
蹴
く
な
っ

て、
政
治・
経
済、
国
際

関
係
は
も
と
よ
り、
文
化

や
技
術文
明
に
関
す
る
セ

ッ
ショ
ン
も
毎

回設叫り
て

い
る。
例え
ば、
一
昨
年

の
松
江
会
議
で
の
「
『
黒

潮
文
明経
済
圏』
の
歴
史

と
文
明」
に
関
す
る
日
本

側・
平
川
祐
弘
氏
（
望穴

名
誉
教
授）
と
官
木
保
氏

（
政
策
科
学
大
学
院
教

授）
と
の
激
し
い
論
争
や

去
る
十二
月
の
台
南
会
議

で
の
台
湾
人
の
ア
イ
デ
ン

テ
ゴアィ
1
に
関
す
る
台

湾
の
若
手
政
治
学者・
劉

義
周
民
（
国
立
政
治
大
学

副
教
授）
の
墾口、
日
本

側
の
川
勝
平
太
氏
（
国
際

日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
教

授）
の
問
題
提
起
に
た
い

す
る
共
感
や
反
論
な
ど

も、
き
わ
め
て
印
象
深
い

も
の
で
あっ
た。

こ
の
よ
う
な
フォ
ー
ラ

ム
な
の
で、
学
界・
財
界

・
政
界
か
ら
多
く
の
第一

線
の
人
々
の
参
加
が
あ

り、
新
聞
な
ど
で
の
報
道

も
多
い
た
め
か、
近
頃
は

地
方
の
諸
都
市
か
ち
是
非

誘
致
し
た
い
と
の
声
も
強

い。
一
昨
年
の
松
江
会
識

は、
松
江
市
と
島
根
県
の

熱
心
な
お
誘
い
に
よっ
て

実
現
し
た
も
の
で
あ
り、

会
議

後の宍
道
湖
と
松
江

城、
出
雲
大
社
な
ど
の
観

光
や
玉
造
温
泉
で
の
宿
泊

も
さ
る
こ
と
な
が
ら、
同

で
松
本
開
催
が
正
式に
決

まっ
た
の
で
あっ
た。
日

本
側
世
話
人代
表
で
あ
る

私
が、
岳
都・
松
本
は
ま

た
学
都
で
あ
り
楽都
で
も

あ
る
こ
と
を
詳
し
く説
明

し
た
の
は
い
う
ま
で
も
な

い。
事
佳
甫
団
長
は、
松

本
開
催
の
決
定
に
対
し

て、
「
中
崎
先
生
の
故
郷

で
あ
る
松
本市
は
風
光
胸

骨
文
化
都
市
で
あ
り、

そ
こ
で
過
ご
せ
る
数
日
間

台
南
か
ら
松
本
ヘ

時
通
訳
施
設
完
備
の
中
規

模
の
国
際
会
議
場
「
く
に

ぴ
き
メッ
セ」
（
島
根
県

立産業交流
会
館）

が実

に
素
晴
ら
し
かっ
た。
今

回
も
昨
年
同
様
に、
別
府

温
泉
や
湯
布
院
を
も
ち、

平
松
守
彦知
事
自
身
が
当

フォ
ー
ラ
ム
の
メ
ンバ
ー

と
し
て
第三
国
台
北
会
議

で一
村一
品
運
動
を
提唱

さ
れ
た
経
緯
か
ち
し
て
大

分
市へ
と
の
声
も
あっ
た

が、
去
る
十二
月三
日
夜

の
日
台
双
方
の世
話人
会

は、
私
の生
涯
で
盟
後
の

機会
に
な
る
で
しょ
う。

今
か
ち
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す」
と
語
ら
れ
た。

部
屋
の
外
で
待機
し
て
い

た
松
本
商
工
会
議所コ
ン

ベ
ン
ショ
ン・
ピュ
lロ

ー
の
赤
羽
勝
君
に
こ
の
朗

報
を
伝
え、
私
は
早
速、

松
本市
の
有
賀
市
長
と
国

際
白
話
で
お
話
し
た。

今
回
の
台
南
会
議
で
は

会
議
第一
日
の
夜、
台
南

市
に
よ
る
歓
迎
晩
餐
会
が

市
政
府
の
屡
外
ホ
l
ル
で

聞
か
れ
た。
す
る
と
ど
う

だ
るつ。
昨

夜松本
開
催

が
決
まっ
た
ば
か
り
だ
と

い
う
の
に、
舞
台
の
正
面

に
は
台
南
の
孔
子
廟
と
並

ん
で
松
本
城
の
カ
ラ
l
写

真
が
大
き
く
イ
ラス
卜
さ

れ
て
い
る
で
は
な
い
か。

ぞ
乙
で
私
は赤
羽
君
を壇

上
で
紹介
し、
松
本
か
ら

の
メッ
セ
ー
ジ
を
語っ
て

も
らっ
た
の
だ
が、
こ
の

ような
台
南市
の
心
尽
し

に
は
感
激
し
た。
舞
台
で

は
台
南
市
の

小学生
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
が
「
運
命」
を

演
饗
し
た
り、
日
本
の
昔

懐
か
し
い
唱
歌を
次
々
に

奏
で
て
く
れ
た。
ま
た
会

議中
の
夜
は、
台
湾
が
世

界
に
誇
るマ
イ
クロ
チッ

プ
の
メ
ー
カ
ー、
奇
美
実

業
の
許
文
館
氏
が
ご
自
宅

に一
行
の
うち
の
何
人
か

を
招
待
し、
自慢
のコ
レ

ク
ショ
ン
のス
ト
ラ
ジパ

リ
ウ
ス
や
ガ
リ
ネ
リ
ウ
ス

の
名
器
で
自
ら
ヴァ
イ
オ

リ
ン
を
奏
で
て
日
本
の
歌

を
う
た
わ
せ、
私
に
も
掛

か
せ
て
く
だ
さっ
た。
そ

れ
だ
けに
松
本
で
は、
是

非
ス
ズ
キ・
メソ
l
ド
の

立
派
な
演
奏房
設
露し
な
動

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思っ
ド

て
い
る。
い
ず
れ
に
せ
－

よ、
「
ア
ジ
ア・
オ
l
プzm

ン・
フォ
ー
ラ
ム」
が
有
出

終
の
美
を
飾
れ
る
よ
う松
r

杢巾
の皆
様
に
も
と
協力
い一句

を
お
願
い
す
る
と
と
も
日

に、
出
来
れ
ば
市
民
の
皆
tr

様
に
も

討論を傍
聴
し
て崎町一一

い
た
だ
き
た
い
と
願っ
て”装

い
る。台

商
会
識
後
に
台
北
の一一

総
統
府
で
日
本

側代表団
法

全
員
が
李登
輝
総
統
に
お…お

目
に
か
かっ
た
と
き、
総目白川

統
は

引退後

の松本会
織
併

に
出
席
し
て
台
湾
民
主
化MU

の
歴
史
的
経
験
に
つ
い
て
説

話
し
た
い

旨を表明さ
れν

た。
こ
のよ
う
な
希
望
が
問

実
現
す
る
か
ど
う
か
は、

ひ
と
え
に
日
本
外交
＠主MZM

体性
い
か
ん
に
あ
る
と
い
れ

え
よ
う
が、
そ

の実現
の：…

可
能
性
も
決
し
て
低
く
は話…

な
い
と
私
は
考
え
て
い
詰

る。

ム

（
東
京
外
国
語
大
学
長
日一フ

松
本
市
出
身）
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